
資料４－１

道によるケアラー実態調査概要（案）

○ 調査時期

令和３年７月上旬～１ヶ月間程度を予定

調査対象 調査方法 回収方法 調査内容

ケアラー本人 ・地域包括支援センター利用者 地域包括支援センター、障害 道高齢者保健福祉課へ直接 別紙案のとおり

（ヤング以外） （センターが対象者を抽出） 者相談支援事業所から調査対 郵送回答（返信用封筒を同

全道277ヶ所×4名 象者へ調査票を配布 封）

=1,108人 （上記センター及び事業所に

・障害者相談支援事業所利用者 は、市町村経由で調査票を発 ※道HPからのweb回答も

（事業所が対象者を抽出） 出） 検討

全道505ヶ所×3名

=1,515人

計 約2,600人

相談支援機関 ・地域包括支援センター： eメールで照会 道高齢者保健福祉課へ直接 別紙案のとおり

全道277ヶ所 eメールでの回答

・障害者相談支援事業所：

全道505ヶ所 ※道HPからのweb回答も

・生活困窮者自立支援事業所： 検討

全道 50ヶ所

※１ ヤングケアラーを対象とした実態調査については別途検討中

２ 相談支援機関に対しては、調査の結果を踏まえて、９月以降に抽出によるインタビュー調査を実施予定


